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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　解放可能および調節可能に取付部材（３）を舌部部材（５）に接続するバックル機構（
１）であって、前記取付部材（３）に接続されるかまたは接続されるように適合された固
定バックル部材（２）と、前記舌部部材（５）に接続されるように適合され、かつ前記舌
部部材（５）と前記取付部材（３）との間の距離を引張方向に沿って変更するために、第
１の安定位置と第２の安定位置との間で前記固定バックル部材（２）内に摺動可能に装着
された可動要素（４）と、第１の安定位置と第２の安定位置との間で前記可動要素（４）
を移動するための手動式レバーシステム（６、６’）とを含み、
　前記手動式レバーシステム（６、６’）が、前記可動要素（４）をその第１の安定位置
と第２の安定位置との間で移動するために１８０度傾斜可能な第１のレバー部材（６）を
含み、
　該第１のレバー部材（６）は、第１の軸（７）の周りで旋回可能に前記可動要素（４）
に接続され、前記第１のレバー部材（６）はさらに、第２の軸（８）の周りで旋回可能に
第２のレバー部材（６’）に接続され、
　前記第２のレバー部材（６’）は、第３の軸（９）の周りで旋回可能に前記固定バック
ル部材（２）に接続され、前記可動要素（４）は、前記第１のレバー部材（６）を１８０
度傾斜させることにより前記第１の安定位置と前記第２の安定位置との間で摺動可能であ
り、前記傾斜は、前記第１のレバー部材（６）を前記第１および第２の軸（７、８）の周
りで旋回させ、前記第２のレバー部材（６’）が前記第３の軸（９）の周りで旋回するこ
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とでもたらされることを特徴とするバックル機構（１）。
【請求項２】
　前記固定バックル部材（２）は、前記第１の安定位置および前記第２の安定位置との間
の移動中、前記可動要素（４）を支持および案内するレール（１２、１３、１４）を含む
ことを特徴とする請求項１に記載のバックル機構（１）。
【請求項３】
　前記可動要素（４）が、前記舌部部材（５）の孔（２０）に係合するために前記引張方
向に垂直に延在するピン（１５）を含むことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の
バックル機構（１）。
【請求項４】
　必要な場合には、前記ピン（１５）を前記舌部部材（５）の前記孔から解除することに
より前記舌部部材（５）を前記可動要素（４）から解放するために、前記固定バックル部
材（２）の一端に解放要素（１６）が旋回可能に装着されることを特徴とする請求項１～
３のいずれか一項に記載のバックル機構（１）。
【請求項５】
　前記解放要素（１６）が、前記舌部部材（５）を前記ピン（１５）の長手方向軸に概し
て平行な方向へ押し込むための少なくとも１つの押込み要素（１７）を含むことを特徴と
する請求項４に記載のバックル機構（１）。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のバックル機構を含むベルト。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のバックル機構を含むブレスレットまたはネックレ
ス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的にウエストベルト用のバックルに関し、前記バックルは、ネックレス
およびブレスレットなどの宝石類に適合できる。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術において、第１のバックル部材と第２のバックル部材とを含み、その両方とも
がレバーに取り付けられているバックル機構が開示されている。前記第２のバックル部材
を傾け、前記レバーによって２つの安定位置間で回転させて、ベルトの両端の間の距離を
調整することができる。第２のバックル部材は、ベルト舌部の孔に係合するピンを含む。
このような機構の不利点は、第２のバックル部材が第１のバックル部材に回転可能に接続
されることから、前記第２のバックルが回転する間中、ベルト舌部の孔と係合した状態を
保つためにピンが回転できるように、ピンを装着する必要があるということに起因する。
それゆえピンの長手方向軸が、引張軸とは、実質的に９０度とは異なる角度を形成し得る
。それゆえ舌部は正しく係合されず、孔に損傷をもたらすことがある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、ピンを備える要素を含むバックル機構を提案することであり、前記要
素は、引張軸に沿って直線的に移動することができるので、ピンの長手方向軸と引張軸と
の間の角度を確実に９０度にする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、請求項１に記載のバックル機構によって達成される。このようなバックル
機構は、取付部材を舌部部材に解放可能および調節可能に接続するために、取付部材に接
続されるかまたは接続されるように適合された固定バックル部材を含む。舌部部材に接続
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されるように適合された可動要素は、前記舌部部材と前記取付部材との間の距離を引張方
向に沿って変更するために、第１の安定位置と第２の安定位置との間で固定バックル部材
内に摺動可能に装着される。手動式レバーシステムは、可動要素をその第１の安定位置と
第２の安定位置との間で移動するために作動可能である。
【０００５】
　本発明は、以下、添付の図面を参照にして好ましい実施形態の詳細な説明から、より理
解されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、バックル機構（１）は、手動式レバーシステム（
６、６’）を備える固定バックル部材（２）と、前記固定バックル部材（２）に摺動可能
に接続された可動要素（４）とで構成されている。固定バックル部材（２）は、ベルトの
取付部材（３）に接続されるように適合されている一方で、可動要素は、ベルトの舌部（
５）に実現可能に取り付けられるように適合されている。
【０００７】
　可動要素（４）は、引張方向に垂直に延在しかつベルト舌部（５）の孔（２０）に係合
するように適合されたピン（１５）を有する。舌部（５）は、複数の孔（２０）を含むの
で、舌部（５）と可動要素を複数の位置において解放可能に接続できる。
【０００８】
　可動要素（４）は、２つのローラ（２１）を３組備え、ローラ（２１）の１組は前記要
素（４）の両側に装着され、１組はその中心に装着される。これらのローラによって、可
動要素（４）を、固定バックル部材（２）の部品である３つのレール（１２、１３、１４
）に沿って摺動できる。これらのレール（１２、１３、１４）をバックル機構の長手方向
に沿って一定の距離をおいて互いに平行に組立てる。外側レール（１２、１４）は両方と
も、要素（４）の両側に装着された２組のローラ（２１）の上に位置決めされる一方で、
中央レール（１３）は、前記要素（４）の中心に装着されたローラ（２１）の組の下に位
置決めされる。そのような組立体によって、第１の安定位置と第２の安定位置との間で可
動要素（４）を固定バックル部材（２）に摺動可能に接続することを可能にする。
【０００９】
　作動時には、手動式レバーシステム（６、６’）が、前記舌部部材（５）と前記取付部
材（３）との間の距離を引張方向に沿って変更するために、第１の安定位置と第２の安定
位置との間で可動要素（４）を摺動させる。
【００１０】
　手動式レバーシステムは、第１の軸（７）の周りで旋回可能に可動要素（４）に接続さ
れた第１のレバー部材（６）を含む。図４および５に示すように、この第１のレバー部材
（６）の中央部はさらに、第２の軸（８）の周りで旋回可能に第２のレバー部材（６’）
に接続される。第２のレバー部材（６’）はさらに、第３の軸（９）の周りで旋回可能に
固定バックル部材（２）に接続される。
【００１１】
　手動式レバーシステム（６、６’）は、第１のレバー部材（６）が傾くと、作動する。
図４および５に示すように、可動要素（４）は前記レバー（６）により引張られて、レー
ル（１２、１３、１４）に沿って第１の安定位置と第２の安定位置との間を摺動する。第
１のレバー（６）がさらに９０度超傾くと、前記レバー（６）はベルトの舌部（５）に押
し込まれ、可動要素（４）を第２の安定位置にもたらす（図６）。
【００１２】
　２つの安定位置において、引張方向に沿って広がる力が、舌部部材（５）に対して手動
式レバーシステム（６、６’）を押すトルクを生成するように、第１および第３の軸（７
、９）が配置される。これにより、手動式レバーシステム（６、６’）の望ましくない傾
斜を回避できる。
【００１３】
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　必要な場合には、ピン（１５）を舌部部材（５）の孔から解除することにより前記舌部
部材（５）を可動要素（４）から解放するために、固定バックル部材（２）の一端には、
解放要素（１６）が第４の軸（２２）の周りに旋回可能に装着される。この解放要素（１
６）は、ピン（１５）の長手方向軸に概して平行な方向に舌部部材（５）を押し込むため
の、少なくとも１つの押込み要素（１７）を含む。
【００１４】
　固定バックル部材（２）は、第１および第２のジョー（２３、２４）をさらに含み、ジ
ョーは、取付部材（３）と、ジョー（２３、２４）に旋回可能に接続されてそれらを開閉
するレバー（２５）とを保持する。
【００１５】
　上述のバックル機構（１）は、ズボンなどの衣服を身につける場合に好適であるが、添
付の特許請求の範囲で規定されるように、本発明の範囲から逸脱することなく、宝飾品を
含めた他の用途にも使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】バックル機構の斜視図である。
【図２】前記機構の底面図である。
【図３】取付部材を舌部部材に接続するバックル機構であって、可動要素がその第１の安
定位置にあり、手動式レバーシステムが固定バックル部材内に閉じ込められている状態の
バックル機構の側面図である。
【図４】取付部材を舌部部材に接続するバックル機構であって、手動式レバーシステムが
ある程度傾斜された場合のバックル機構の側面図である。
【図５】取付部材を舌部部材に接続するバックル機構であって、手動式レバーシステムが
さらに傾斜され、可動要素が、その第１の安定位置とその第２の安定位置との間のほぼ中
程にある場合のバックル機構の側面図である。
【図６】取付部材を舌部部材に接続するバックル機構であって、可動要素が、手動式レバ
ーシステムによってその第２の安定位置へ引張られた場合のバックル機構の側面図である
。
【図７】ピンを前記舌部部材の孔から解除することによって舌部部材を可動要素から解放
するための解放要素を示すバックル機構の側面図である。
【図８】取付部材を保持するためのジョーを含む、完全に展開されたバックル機構の側面
図である。
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